
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打
線
は
初
回
に
幸
先
良
く
先
制
点

を
挙
げ
た
。
投
げ
て
は
先
発
・
井
口
拓

皓(

経
２)

が
８
回
途
中
ま
で
無
失
点
の

粘
投
を
見
せ
た
。
そ
の
後
代
わ
っ
た
白

崎
勇
気(

営
３)

が
逆
転
を
許
す
が
、
９

回
に
同
点
。
10
回
、
中
谷
泰
周(

市
２)

が
決
勝
点
と
な
る
左
越
適
時
打
を
放

ち
、
１
部
復
帰
を
達
成
し
た
。 

 

駒 大 １００ ０００ ００１ ２ ４ 

国士大 ０００ ０００ ０２０ ０ ２ 

写真＝橋本圭史、堀江あゆみ、 
山田遼太郎、水出綾香 

文＝丸山翔太 

８回途中に登板した加茂

は、悪い流れを断ち切った 

っ
た
。
「
今
日
の
マ
ウ
ン
ド
は
最
初
で

最
後
に
な
る
と
思
っ
た
か
ら
全
力
で

投
げ
た
」
と
流
れ
を
食
い
止
め
、
９
回

へ
望
み
を
つ
な
げ
た
。 

 

９
回
、
安
打
と
敵
失
で
１
死
一
、
二

塁
と
し
、
こ
こ
ま
で
４
打
数
で
無
安
打

の
岡
将
吾(

法
３)

が
「
仕
事
で
き
な
く

て
絶
対
に
決
め
る
と
思
っ
た
」
と
右
翼

線
上
適
時
打
で
同
点
に
追
い
付
い
た
。

９
回
裏
も
加
茂
が
三
者
凡
退
に
抑
え
、

延
長
戦
に
持
ち
込
ん
だ
。 

延
長
10
回
に
安
打
と
死
球
な
ど
で

２
死
一
、
三
塁
と
勝
ち
越
し
の
好
機
を

つ
く
る
と
、
９
回
か
ら
代
走
で
出
場
し

て
い
た
中
谷
が
打
席
に
入
っ
た
。
「
こ

ん
な
チ
ャ
ン
ス
今
ま
で
な
か
っ
た 

決
勝
打
を
放
ち
、
こ
ぶ
し
を
上
げ
る
中
谷 

10 年秋季・１部２部入替戦

11 月７日 

２勝０敗 
 

   

 

  

同
点
打
を
放
っ
た
岡 

１
部
復
帰
ま
で
あ
と
１
勝
と
し
た

駒
大
。 

 

初
回
１
死
二
塁
で
、
白
崎
浩
之(

法

２)

が
神
宮
球
場
初
安
打
と
な
る
中
前

適
時
打
で
先
制
し
た
。 

 

先
発
・
井
口
は
「
調
子
が
悪
か
っ
た
」

と
再
三
走
者
を
背
負
う
が
、
８
回
１
死

ま
で
虎
の
子
の
１
点
を
守
る
投
球
で

先
発
の
役
割
を
果
た
し
た
。
１
死
一
塁

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
１
回
戦
で
４
安

打
完
封
の
活
躍
だ
っ
た
エ
ー
ス
・
白
崎

勇
が
マ
ウ
ン
ド
へ
。 

白
崎
勇
は
「
抑
え
よ
う
と
思
っ
た
け

ど
空
回
り
し
た
」
と
２
死
か
ら
連
続
適

時
打
を
浴
び
、
逆
転
を
許
し
た
。 

 

な
お
も
２
死
二
塁
の
危
機
に
、
昨
年

の
秋
季
専
大
戦
以
来
の
登
板
と
な
る

加
茂
勇
作(

国
４)
が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が 

か
ら
、
決
め
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

４
年
生
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

て
、
ベ
ン
チ
か
ら
の
声
に
後
押
し

を
も
ら
っ
た
」
と
左
越
適
時
打
を

放
ち
逆
転
に
成
功
。
大
き
な
２
点

が
入
っ
た
。
そ
の
裏
を
４
番
手
・

村
上
浩
一(

経
１)

が
抑
え
、
６
季

ぶ
り
の
１
部
復
帰
を
決
め
た
。 

主
将
・
笠
間
将
裕(

商
４)

は
「
今

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ

た
」
と
涙
を
見
せ
た
。
だ
が
こ
こ

で
終
わ
り
で
は
な
い
。
駒
大
は
１

部
で
最
多
26
回
の
優
勝
を
果
た

す
名
門
。
１
部
復
帰
は
駒
大
復
活

へ
の
序
章
だ
。 

  

(菊池 美紀) 

入替戦２回戦で新ヒーローが誕生した―。 

１部復帰へ導く決勝打を放った中谷泰周(市２)は今春、中堅手のレギュラ

ーの座を奪い８試合の出場を果たすが、１安打のみに終わった。今秋 

もスタメン出場すらなく、代走・守備固めに限った。 

しかし、実力を発揮できない中、入替戦という大舞台で汚名を 

返上した。延長 10 回、２死一、三塁で回ってきた打席。初球の甘い 

ストレートを逃すが、２球目に「土壇場の場面ではたき球に反応した」と、

振り切った打球は左翼線を大きく越えていった。まさに“本能で打った一

本”。大学通算２安打目で初打点をマークした。 

だが、ここで安心する中谷ではなかった。「一発屋で終わりたくない」と、 

来季を見据え入替戦直後のオフ日も練習に励んだ。現在、３年生を中心に 

新体制で動き出し、春には力のある新入生も入学してくる。熾烈なスタメ 

ン奪いが始まるが、念願の聖地・神宮での中谷の一振りに期待がかかる。 

(菊池美紀) 

 

最
後
の
打
者
を
三

振
で
締
め
、
笑
み
を

浮
か
べ
る
村
上 

【駒 大】  打安点 

⑥ 岡   ５１１ 

④赤 木  ５１０ 

⑤白崎浩  ５２１ 

③笠 間  ４００ 

⑦山 下  ３２０ 

DH 北 畠  ２００ 

HD 柴 田  １００ 

HD 山 本  ２１０ 

⑧小 林  ５００ 

②上村新  ３１０ 

R9 中 谷  １１２ 

⑨嘉数駿   ２００ 

PH 森 田  ０００ 

PH 平 川  １００ 

PR 松 尾  ０００ 

２戸 柱  ０００ 

     計 39９４ 

 

▽二塁打＝赤木、岡、 

中谷 

 

回    打安責 

井 口 7 1/3 32７１ 

 白崎勇    1/3 ３２１ 

○加 茂 1 1/3 ４００ 

 村 上 1   ３００ 


